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平成26年度とちぎっ子学習状況調査の結果より

○　基礎的・基本的な知識・技能に関する問題については、おおむね良好な結果であると考えられるが、思考力・
判断力・表現力等に関する問題では、複数の資料を的確に読み取り、条件に合わせて自分の考えをまとめて記述
する問題等に課題が見られる。　
○　基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着に加えて、思考力・判断力・表現力等を育むためには、各教科の特
性に応じた言語活動の充実が求められる。また、記述式の問題において無解答率が高くなる傾向があることから、
その原因を探るとともに、その改善に向けた指導を工夫する必要がある。

４年国語
※３年までの
学習内容

　「話すこと・聞くこと」については、おおむね良好な結果である。「書くこと」については、
相手や目的に応じて、適切な表現を用い、必要な情報を正確に書くことについて課題が見
られる。「読むこと」については、場面の様子を叙述を基にして読むことに課題が見られる。
「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」については、ローマ字の書き方や児童に
とって日常生活で使用頻度の低い漢字の読み、書きなどについて課題が見られる。

５年国語
※４年までの
学習内容

　「話すこと・聞くこと」については、おおむね良好な結果である。「書くこと」については、
作文で指定された行数で書くことや２段落構成で書くことに課題が見られる。「読むこと」
については、段落相互の関係に注意して読むことや場面の様子を叙述に注意して読むこと
に課題が見られる。「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」については、児童が
日常生活で使う頻度の低い漢字の書きや、修飾語の理解について課題が見られる。

４年算数
※３年までの
学習内容

　「図形」の問題については、おおむね良好な結果であったが、球の半径と直径の理解に
ついては、引き続き指導の改善が必要である。他の領域では、計算の意味や計算の仕方を
考える問題、分数と数直線を関連付けて考える問題、式と文章や図を関連付けて考える問
題、与えられた条件から時間を求める問題等に課題が見られる。また、理由を説明する記
述式の問題では、正答率が低いだけでなく無解答率も高いという結果であり、指導の改善
が必要である。

５年算数
※４年までの
学習内容

　「数と計算」と「図形」の問題については、おおむね良好な結果である。「量と測定」では、
面積の単位の換算に関する問題に課題が見られる。「数量関係」では、一方の数を基に他
方の数を求める問題についてはおおむね良好な結果であるが、その二つの数量の関係を式
に表す問題や分配法則の問題に課題が見られる。また、与えられた情報に基づいて判断し、
その理由を説明する問題では、正答率が低い上に無解答率も高いため、指導の改善が必要
である。

４年理科
※３年までの
学習内容

　実際に実験を行って確認した内容については、ある程度理解しているが、学んだ知識を
活用する場面で、科学的な見方や考え方に基づきながら正しい結論を導き出すことに課題
が見られる。また、虫眼鏡や方位磁針の適切な操作の技能に課題が見られる。

５年理科
※４年までの
学習内容

　「自然事象についての知識・理解」については、おおむね良好な結果であったが、観察・
実験器具の正しい操作を含む観察、実験の技能に課題が見られる。また、科学的な言葉や
概念を使用して考えたり説明したりすることに課題が見られる。

2



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
感
謝
の
会
を
開
く
こ
と
を
書
い
て
い
な
い
等 

感
謝
の
会
を
開
く
こ
と
は
大
事
な
こ
と
と
し

て
必
ず
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
〈
注
意
す
る

点
〉
②
で
、
指
示
さ
れ
た
事
柄
だ
け
書
こ
う
と

し
た
こ
と
が
一
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

誤答分析
誤答例

７

（
略
）
「
感
し
ゃ
の
会
」
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
上

田
さ
ん
を
「
感
し
ゃ
の
会
」
へ
し
ょ
う
た
い
す
る
手
紙
を
、
下

の
〈
注
意
す
る
点
〉
に 

し
た
が
っ
て
書
き
ま
し 

ょ
う
。 

〈
注
意
す
る
点
〉
②

「
感
し
ゃ
の
会
」
に
つ 

い
て
、
次
の

に
あ 

る
こ
と
を
ぬ
か
さ
な
い 

よ
う
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

。 

・
転
記
ミ
ス
や
時
刻
等
を
書
き
も
ら
し
て
い
る

…
…

％

・
全
く
書
い
て
い
な
い

…
…

％

手
紙
の
形
式
や
書
き
方
の
知
識
が
不
十
分
な

こ
と
や
、
手
紙
を
書
き
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。 

誤答分析

14 

5 
11 

5 
． 

． 

大問７の解答類型から、誤答となる選択肢を選んだ児童の考え方を分析

１

２年から
４年までの
学習の流れ

「手紙で自分の思いを相手に伝えよう」
～実用的な文章としての手紙を書く～ 

招待する手紙を条件に従って書く問題において、手紙の目的を意識し与えられた条件に従っ

て書くことに課題が見られました。 
そこで、小学校第２学年、第３学年、第４学年における、手紙を書く言語活動の授業改善例

紹介します。 
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小２ 伝えたいことを

簡単な手紙に書き、

交流する。 

小３ 形式を知り、大
事なことを落とさな
いように手紙を書
く。

小４ 読み手に伝えた
いことが明確になるよ
うに、言葉や表現を
工夫して手紙を書く。 

２年から
４年までの
学習の流れ

段階を踏み、実用的な文章としての手紙を書くことができるよう条件を増やしていく

ポイント
　低学年の手紙を書く学習では、交流を重視する必要があります。短い
文や伝言でもよいので、書いた手紙で交流する楽しさを感じ取らせるよ
うにすることが大切です。

　プリントの上の手紙は、「ありがとう」という言葉が
入っているから気持ちが伝わると思います。

　下の手紙には、お願いしか書いてないので、ありがとうっていう
気持ちは伝わらないと思います。

　知らせたいことがよく伝わるようにするには、どんなことに気を付
ければよいか、手紙を書く前に考えましょう。
　右のプリントを読んで、よく伝わると思うほうに○を付け、その理
由を考えましょう。

～実用的な文章としての手紙を書く～
　招待する手紙を条件に従って書く問題において、手紙の目的を意識し与えられた条件に従って
書くことに課題が見られました。
　そこで、小学校第２学年、第３学年、第４学年における、手紙を書く言語活動の授業改善例を
紹介します

「手紙で自分の思いを相手に伝えよう」
国語
小４

小２　伝えたいこと
を簡単な手紙に書
き、交流する。

小３　形式を知り、大
事なことを落とさな
いように手紙を書く。

小４　読み手に伝えた
いことが明確になる
ように、言葉や表現を
工夫して手紙を書く。

段階を踏み、実用的な文章としての手紙を書くことができるよう条件を増やしていく

小学校第２学年　相手のことを考えて、伝えたいことを手紙に書こう。

相手のことを考えて手紙を書いたり、返事をもらったりして交流する。

5

本資料の見方本資料の見方

①　教科名、調査実施学年
を示しています。

②　タイトルではどのような活動を行う
のかを、サブタイトルではどのような
力を身に付けたいのかを示しています。

④　本授業改善例
において、指導
の際に特に気を
付けていただき
たい活動の意図
や指導上の留意
点を示していま
す。

③　調査結果から
見られた課題に
ついての解説や
本授業改善例の
作成意図、指導
のねらい等を示
しています。

○　平成26年度とちぎっ子学習状況調査「報告書」において取り上げた「課題となる小問」から、各教科１問を選び、
授業の改善を図るための事例としてまとめました。
○　事例は、調査問題そのものあるいは類似の問題を授業で扱うことで、直接的に課題の改善を図ることを想定し
たものと、課題と関連のある内容や領域に関する学習活動についてまとめたものがあります。
○　１単位時間における授業の事例または、複数時間での活用を想定した事例を紹介しています。また、関連する
他学年での学習活動を取り上げて各学年での指導のポイントについて触れている事例もあります。
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２

３

課題の見られた問題
の概要と結果

本授業改善例活用のポイント

３ 相手や目的にふさわしい手紙にな

るよう下書きを書きましょう。

２ 文例（教科書や自作資料）を参考に

して、手紙の形式を確かめましょう。

ポイント
３学年で学習し

た手紙の形式など
の学習を思い出さ
せ、実際の生活場面
で活用する言語活
動を設定すること
が重要です。

また、手紙に使う
語彙を増やすため、
左のような資料を
提示することも有

効です。

大事なことを落とさないように手紙を書く。 

ポイント

表書きに宛て名や住所などを正し

く書くことや、後付けにおける署名

と宛て名の位置関係といった基本的

な形式を指導することが必要です。

この内容は書写の学習にもつながり

ます。

また、相手に応じて文末に敬体を

使うことを押さえます。

日にちとか、場所はあるけど、「感謝の

会」を開くことが書いてありません。

２ 小学校第３学年 用件や気持ちがしっかり伝わるように「招待する手紙」を書こう。 

３ 小学校第４学年 相手を決め、目的に応じて手紙を書こう。 

目的に合わせて書くことを選び手紙を書く。 

なぜ「感謝の会」を開くのか

ということも足りません。

案内の手紙を書きました。

４ 友達と協力して見直しましょう。また、

工夫点を見付けて伝え合いましょう。

お世話になった人へのお礼の

手紙を書きました。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大問７「読み手に伝えたい事柄を正確に伝えられるよう注意して書く」

○正答率：４７ ２％、無解答率：１１ ５％

○学習指導要領における領域・内容： 第３、４学年 Ｂ書くこと（１）ウ

○出題のねらい：相手や目的を踏まえ、手紙の形式に従って、伝えなければ

ならないことを抜かさずに招待する手紙を書くことができる。

そうですね。何のために招待するのか、ということを相手に分かってもらう

ことが一番大切です。

また、相手に気持ちよく読んでもらうためには、字を丁寧に書くことはもち

ろん、宛て名を書く位置などの、手紙の形式にも気を付けましょう

○ 児童の実態を踏まえ、手紙を書く言語活動を通して、学習指導要領の指導事項のどの内容を、いつ、

どのような場で指導するか十分に検討し、各学年の年間指導計画を立てることが大切です。

○ 小学校学習指導要領の「Ｂ書くこと」に、手紙を書く言語活動例が挙げられているのは小学校第１、

２学年、第３、４学年です。小学校第４学年までの学習で、手紙の形式などの基礎・基本を確実に習得

させ、生活の様々な場面で実際に手紙を書く活動を設定し、定着を図る必要があります。

課題の見られた問題
の概要と結果

本授業改善例活用のポイント

招待する手紙なので、〈注意する点〉②に書

いてある４つ以外に、必ず相手に伝えなければ

ならないことがあります。何が足りませんか。

小学校４年生調査問題大問７を活用します 
 

１ ３年生のときには、どんな学習をしましたか。ま

た、これまでにどんな手紙を書いたり、もらったり

したことがありますか。 

５ 清書をしましょう。書き終わったら、

学習を振り返りましょう。 

○　児童の実態を踏まえ、手紙を書く言語活動を通して、学習指導要領の指導事項のどの内容を、いつ、どのよう
な場で指導するか十分に検討し、各学年の年間指導計画を立てることが大切です。
○　小学校学習指導要領の「Ｂ書くこと」に、手紙を書く言語活動例が挙げられているのは小学校第１、２学年、第３、
４学年です。小学校第４学年までの学習で、手紙の形式などの基礎・基本を確実に習得させ、生活の様々な場面
で実際に手紙を書く活動を設定し、定着を図る必要があります。

大問７「読み手に伝えたい事柄を正確に伝えられるよう注意して書く」
○正答率：47.2％、無解答率：11.5％
○学習指導要領における領域・内容：[第３、４学年]Ｂ書くこと（１）ウ
○出題のねらい：相手や目的を踏まえ、手紙の形式に従って、伝えなければならな
いことを抜かさずに招待する手紙を書くことができる。

　日にちとか、場所はあるけど、「感謝の
会」を開くことが書いてありません。

　お世話になった人へのお礼
の手紙を書きました。

　なぜ「感謝の会」を開くのかとい
うことも足りません。

　案内の手紙を書きました。

　招待する手紙なので、〈注意する点〉②に書いてあ
る４つ以外に、必ず相手に伝えなければならないこ
とがあります。何が足りませんか。

２　文例（教科書や自作資料）を参考にして、
手紙の形式を確かめましょう。

３　相手や目的にふさわしい手紙になるよう下
書きを書きましょう。

４　友達と協力して見直しましょう。また、工
夫点を見付けて伝え合いましょう。

５　清書をしましょう。書き終わったら、学習を振
り返りましょう。

１　３年生のときには、どんな学習をしましたか。また、
これまでにどんな手紙を書いたり、もらったりしたこ
とがありますか。

　そうですね。何のために招待するのか、ということを相手に分かってもらう
ことが一番大切です。
　また、相手に気持ちよく読んでもらうためには、字を丁寧に書くことはもち
ろん、宛て名を書く位置などの、手紙の形式にも気を付けましょう

小学校第３学年　用件や気持ちがしっかり伝わるように「招待する手紙」を書こう。

小学校第４学年　相手を決め、目的に応じて手紙を書こう。

大事なことを落とさないように手紙を書く。

目的に合わせて書くことを選び手紙を書く。

小学校４年生調査問題大問７を活用します。

　表書きに宛て名や住所などを正しく書
くことや、後付けにおける署名と宛て名
の位置関係といった基本的な形式を指導
することが必要です。この内容は書写の
学習にもつながります。
　また、相手に応じて文末に敬体を使う
ことを押さえます。

　３学年で学習し
た手紙の形式など
の学習を思い出さ
せ、実際の生活場
面で活用する言語
活動を設定するこ
とが重要です。
　また、手紙に使
う語彙を増やすた
め、左のような資
料を提示すること
も有効です。

ポイント

ポイント

6

【コラム】　学力向上の検証改善サイクルを効果的に運用するために
本資料を指導計画の改善、充実に生かしましょう
　指導計画は、固定したものと考えず、日々の実践を通して見直し、修正、改善を加える必要があります。
　学習指導要領解説総則編には、「指導計画を作成するに当たっては、（略）児童の学習の実態に応じてその取扱
いに軽重を加えたりして、効果的な指導を行うことができるよう配慮しなければならない。」とあります。
　本資料は、調査結果から明らかになった課題を解決するための授業改善の一例を示したものです。本資料の事
例を参考に、必要に応じて今年度の指導計画を修正したり、次年度の計画を作成する際に取り入れたりするなど
して課題の改善に取り組みましょう。

⑤　該当する問題の概要、正答率、学
習指導要領との関連、出題のねらい
等を示しています。

⑥　本授業改
善例を活用
す る 際 に、
参考となる
情報等を示
し て い ま
す。
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・
感
謝
の
会
を
開
く
こ
と
を
書
い
て
い
な
い
等 

感
謝
の
会
を
開
く
こ
と
は
大
事
な
こ
と
と
し

て
必
ず
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
〈
注
意
す
る

点
〉
②
で
、
指
示
さ
れ
た
事
柄
だ
け
書
こ
う
と

し
た
こ
と
が
一
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

誤答分析
誤答例

７

（
略
）
「
感
し
ゃ
の
会
」
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
上

田
さ
ん
を
「
感
し
ゃ
の
会
」
へ
し
ょ
う
た
い
す
る
手
紙
を
、
下

の
〈
注
意
す
る
点
〉
に 

し
た
が
っ
て
書
き
ま
し 

ょ
う
。 

〈
注
意
す
る
点
〉
②

「
感
し
ゃ
の
会
」
に
つ 

い
て
、
次
の

に
あ 

る
こ
と
を
ぬ
か
さ
な
い 

よ
う
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

。 

・
転
記
ミ
ス
や
時
刻
等
を
書
き
も
ら
し
て
い
る

…
…

％

・
全
く
書
い
て
い
な
い

…
…

％

手
紙
の
形
式
や
書
き
方
の
知
識
が
不
十
分
な

こ
と
や
、
手
紙
を
書
き
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。 

誤答分析

14 

5 
11 

5 
． 

． 

大問７の解答類型から、誤答となる選択肢を選んだ児童の考え方を分析

１

２年から
４年までの
学習の流れ

「手紙で自分の思いを相手に伝えよう」
～実用的な文章としての手紙を書く～ 

招待する手紙を条件に従って書く問題において、手紙の目的を意識し与えられた条件に従っ

て書くことに課題が見られました。 
そこで、小学校第２学年、第３学年、第４学年における、手紙を書く言語活動の授業改善例

紹介します。 

国語

小４

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

・
感
謝
の
会
を
開
く
こ
と
を
書
い
て
い
な
い
等 

感
謝
の
会
を
開
く
こ
と
は
大
事
な
こ
と
と
し

て
必
ず
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
〈
注
意
す
る

点
〉
②
で
、
指
示
さ
れ
た
事
柄
だ
け
書
こ
う
と

し
た
こ
と
が
一
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

誤答分析
誤答例

７

（
略
）
「
感
し
ゃ
の
会
」
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
上

田
さ
ん
を
「
感
し
ゃ
の
会
」
へ
し
ょ
う
た
い
す
る
手
紙
を
、
下

の
〈
注
意
す
る
点
〉
に 

し
た
が
っ
て
書
き
ま
し 

ょ
う
。 

〈
注
意
す
る
点
〉
②

「
感
し
ゃ
の
会
」
に
つ 

い
て
、
次
の

に
あ 

る
こ
と
を
ぬ
か
さ
な
い 

よ
う
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

大問７の解答類型から、誤答となる選択肢を選んだ児童の考え方を分析

。 

・
転
記
ミ
ス
や
時
刻
等
を
書
き
も
ら
し
て
い
る

…
…

％

・
全
く
書
い
て
い
な
い

…
…

％

手
紙
の
形
式
や
書
き
方
の
知
識
が
不
十
分
な

こ
と
や
、
手
紙
を
書
き
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。 

誤答分析

14 

5 
11 

5 
． 

． 

小２ 伝えたいことを

簡単な手紙に書き、

交流する。 

小３ 形式を知り、大
事なことを落とさな
いように手紙を書
く。

小４ 読み手に伝えた
いことが明確になるよ
うに、言葉や表現を
工夫して手紙を書く。 

２年から
４年までの
学習の流れ

段階を踏み、実用的な文章としての手紙を書くことができるよう条件を増やしていく

ポイント
　低学年の手紙を書く学習では、交流を重視する必要があります。短い
文や伝言でもよいので、書いた手紙で交流する楽しさを感じ取らせるよ
うにすることが大切です。

　プリントの上の手紙は、「ありがとう」という言葉が
入っているから気持ちが伝わると思います。

　下の手紙には、お願いしか書いてないので、ありがとうっていう
気持ちは伝わらないと思います。

　知らせたいことがよく伝わるようにするには、どんなことに気を付
ければよいか、手紙を書く前に考えましょう。
　右のプリントを読んで、よく伝わると思うほうに○を付け、その理
由を考えましょう。

～実用的な文章としての手紙を書く〜
　招待する手紙を条件に従って書く問題において、手紙の目的を意識し与えられた条件に従って
書くことに課題が見られました。
　そこで、小学校第２学年、第３学年、第４学年における、手紙を書く言語活動の授業改善例を
紹介します

「手紙で自分の思いを相手に伝えよう」
国語
小４

小２　伝えたいこと
を簡単な手紙に書
き、交流する。

小３　形式を知り、大
事なことを落とさな
いように手紙を書く。

小４　読み手に伝えた
いことが明確になる
ように、言葉や表現を
工夫して手紙を書く。

段階を踏み、実用的な文章としての手紙を書くことができるよう条件を増やしていく

小学校第２学年　相手のことを考えて、伝えたいことを手紙に書こう。

相手のことを考えて手紙を書いたり、返事をもらったりして交流する。

5



２

３

課題の見られた問題
の概要と結果

本授業改善例活用のポイント

３ 相手や目的にふさわしい手紙にな

るよう下書きを書きましょう。

２ 文例（教科書や自作資料）を参考に

して、手紙の形式を確かめましょう。

ポイント
３学年で学習し

た手紙の形式など
の学習を思い出さ
せ、実際の生活場面
で活用する言語活
動を設定すること
が重要です。

また、手紙に使う
語彙を増やすため、
左のような資料を
提示することも有

効です。

大事なことを落とさないように手紙を書く。 

ポイント

表書きに宛て名や住所などを正し

く書くことや、後付けにおける署名

と宛て名の位置関係といった基本的

な形式を指導することが必要です。

この内容は書写の学習にもつながり

ます。

また、相手に応じて文末に敬体を

使うことを押さえます。

日にちとか、場所はあるけど、「感謝の

会」を開くことが書いてありません。

２ 小学校第３学年 用件や気持ちがしっかり伝わるように「招待する手紙」を書こう。 

３ 小学校第４学年 相手を決め、目的に応じて手紙を書こう。 

目的に合わせて書くことを選び手紙を書く。 

なぜ「感謝の会」を開くのか

ということも足りません。

案内の手紙を書きました。

４ 友達と協力して見直しましょう。また、

工夫点を見付けて伝え合いましょう。

お世話になった人へのお礼の

手紙を書きました。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大問７「読み手に伝えたい事柄を正確に伝えられるよう注意して書く」

○正答率：４７ ２％、無解答率：１１ ５％

○学習指導要領における領域・内容： 第３、４学年 Ｂ書くこと（１）ウ

○出題のねらい：相手や目的を踏まえ、手紙の形式に従って、伝えなければ

ならないことを抜かさずに招待する手紙を書くことができる。

そうですね。何のために招待するのか、ということを相手に分かってもらう

ことが一番大切です。

また、相手に気持ちよく読んでもらうためには、字を丁寧に書くことはもち

ろん、宛て名を書く位置などの、手紙の形式にも気を付けましょう

○ 児童の実態を踏まえ、手紙を書く言語活動を通して、学習指導要領の指導事項のどの内容を、いつ、

どのような場で指導するか十分に検討し、各学年の年間指導計画を立てることが大切です。

○ 小学校学習指導要領の「Ｂ書くこと」に、手紙を書く言語活動例が挙げられているのは小学校第１、

２学年、第３、４学年です。小学校第４学年までの学習で、手紙の形式などの基礎・基本を確実に習得

させ、生活の様々な場面で実際に手紙を書く活動を設定し、定着を図る必要があります。

課題の見られた問題
の概要と結果

本授業改善例活用のポイント

招待する手紙なので、〈注意する点〉②に書

いてある４つ以外に、必ず相手に伝えなければ

ならないことがあります。何が足りませんか。

小学校４年生調査問題大問７を活用します 
 

１ ３年生のときには、どんな学習をしましたか。ま

た、これまでにどんな手紙を書いたり、もらったり

したことがありますか。 

５ 清書をしましょう。書き終わったら、

学習を振り返りましょう。 

○　児童の実態を踏まえ、手紙を書く言語活動を通して、学習指導要領の指導事項のどの内容を、いつ、どのよう
な場で指導するか十分に検討し、各学年の年間指導計画を立てることが大切です。
○　小学校学習指導要領の「Ｂ書くこと」に、手紙を書く言語活動例が挙げられているのは小学校第１、２学年、第３、
４学年です。小学校第４学年までの学習で、手紙の形式などの基礎・基本を確実に習得させ、生活の様々な場面
で実際に手紙を書く活動を設定し、定着を図る必要があります。

大問７「読み手に伝えたい事柄を正確に伝えられるよう注意して書く」
○正答率：47.2％、無解答率：11.5％
○学習指導要領における領域・内容：[第３、４学年]Ｂ書くこと（１）ウ
○出題のねらい：相手や目的を踏まえ、手紙の形式に従って、伝えなければならな
いことを抜かさずに招待する手紙を書くことができる。

　日にちとか、場所はあるけど、「感謝の
会」を開くことが書いてありません。

　お世話になった人へのお礼
の手紙を書きました。

　なぜ「感謝の会」を開くのかとい
うことも足りません。

　案内の手紙を書きました。

　招待する手紙なので、〈注意する点〉②に書いてあ
る４つ以外に、必ず相手に伝えなければならないこ
とがあります。何が足りませんか。

２　文例（教科書や自作資料）を参考にして、
手紙の形式を確かめましょう。

３　相手や目的にふさわしい手紙になるよう下
書きを書きましょう。

４　友達と協力して見直しましょう。また、工
夫点を見付けて伝え合いましょう。

５　清書をしましょう。書き終わったら、学習を振
り返りましょう。

１　３年生のときには、どんな学習をしましたか。また、
これまでにどんな手紙を書いたり、もらったりしたこ
とがありますか。

　そうですね。何のために招待するのか、ということを相手に分かってもらう
ことが一番大切です。
　また、相手に気持ちよく読んでもらうためには、字を丁寧に書くことはもち
ろん、宛て名を書く位置などの、手紙の形式にも気を付けましょう

小学校第３学年　用件や気持ちがしっかり伝わるように「招待する手紙」を書こう。

小学校第４学年　相手を決め、目的に応じて手紙を書こう。

大事なことを落とさないように手紙を書く。

目的に合わせて書くことを選び手紙を書く。

小学校４年生調査問題大問７を活用します。

　表書きに宛て名や住所などを正しく書
くことや、後付けにおける署名と宛て名
の位置関係といった基本的な形式を指導
することが必要です。この内容は書写の
学習にもつながります。
　また、相手に応じて文末に敬体を使う
ことを押さえます。

　３学年で学習し
た手紙の形式など
の学習を思い出さ
せ、実際の生活場
面で活用する言語
活動を設定するこ
とが重要です。
　また、手紙に使
う語彙を増やすた
め、左のような資
料を提示すること
も有効です。

ポイント

ポイント
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あ
る
秋
の
こ
と
で
し
た
。
二
、
三
日

雨
が
降
り
続
い
た
そ
の
間
、
ご
ん
は
、

外
へ
も
出
ら
れ
な
く
て
、
あ
な
の
中
に

し
ゃ
が
ん
で
い
ま
し
た
。 

雨
が
あ
が
る
と
、
ご
ん
は
、
ほ
っ
と

し
て
あ
な
か
ら
は
い
出
ま
し
た
。
空
は

か
ら
っ
と
晴
れ
て
い
て
、
も
ず
の
声
が

キ
ン
キ
ン
ひ
び
い
て
い
ま
し
た
。 

あ
る
秋
の
こ
と
で
し
た
。
雨
が
降
り

続
い
た
そ
の
間
、
ご
ん
は
、
あ
な
の
中

に
い
ま
し
た
。 

雨
が
あ
が
る
と
、
ご
ん
が
あ
な
か
ら

出
て
き
ま
し
た
。
空
は
晴
れ
て
い
て
、

も
ず
の
声
が
ひ
び
い
て
い
ま
し
た
。 

。 

右
の
太
い
傍
線
部
分
は
和
希
の
視
点
で

書
か
れ
て
い
る
が
、「
あ
と
半
周
と
い
う
位

置
」（
●
の
位
置
）
に
い
る
の
は
和
希
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
捉
え
ら
れ
ず
、「
相
手
は

十
五
メ
ー
ト
ル
前
」
と
い
う
部
分
を
根
拠

に
解
答
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

和
希
と
二
組
の
ア
ン
カ
ー
の
位
置
関
係
を
、
次
の
よ

う
に
、
図
に
示
し
ま
し
た
。
二
組
の
ア
ン
カ
ー
が
●
の

位
置
ま
で
き
た
と
き
︵
半
周
に
た
ど
り
つ
い
た
と
き
︶

和
希
は
ど
の
位
置
に
い
ま
し
た
か
。
１
～
４
か
ら
一
つ

選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

（２）

％

％

％

％
正答 

誤答分析

和
希
は
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
な
が
ら
、
前
の
ぬ
く
べ
き
相

手
を
定
め
る
。
相
手
は
今
、
半
周
に
た
ど
り
つ
い
た
と
こ

ろ
だ
。

す
で
に
差
は
四
分
の
一
周
ま
で
ち
ぢ
ま
っ
て
い
る
。 

か
ん
声
が
ひ
と
き
わ
大
き
く
な
る
。

ぐ
ん
ぐ
ん
相
手
の
背
中
が
近
づ
い
て
く
る
。
も
う
少
し
。

あ
と
半
周
と
い
う
位
置
で
、
相
手
は
十
五
メ
ー
ト
ル
前
。

こ
こ
ま
で
来
れ
ば
ぬ
く
の
は
簡
単
だ
っ
た
。

。 

ＡＢ

大問５（２）の解答類型から、誤答となる選択肢を選んだ児童の考え方を分析

１

学習の流れ

国語
小５

～物語の描写を、想像力を働かせながら読む～
　本文中の登場人物の位置関係を捉え、それが図のどの位置に当たるかを問う問題において、物
語の描写を想像力を働かせながら読むことに課題が見られました。
　そこで、調査問題と同じ問題場面を使って物語の描写を分析する方法を学び、その方法を活用
して読むことができるようにするための授業改善例を紹介します。

「登場人物の気持ちがよく分かる表現を友だちに説明しよう」

１　教師から本の紹介を
聞いて学習への意欲を
高め、学習計画を立て
る。

２　物語の描写を、主人
公の気持ちに寄り添っ
て想像力を働かせなが
ら読む。

３　紹介したい本を取り
上げて、登場人物の気
持ちがよく分かる表現
を中心に説明する。

単元を貫く言語活動：登場人物の気持ちがよく分かる表現を友だちに説明しよう
並　行　読　書

　Ｂの文は、なんだかつまらな
いな。ごんを遠くから見ている
感じがするよ。

　Ａの「空は～」の文は、
様子を表しているだけかと
思ったけど、ごんの気持ち
につながっているんですね。

二つの文章を比べてみよう。感じ方はどのように違うかな？

描写に注目した分析の方法を学ぶ。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
る
秋
の
こ
と
で
し
た
。
二
、
三
日

雨
が
降
り
続
い
た
そ
の
間
、
ご
ん
は
、

外
へ
も
出
ら
れ
な
く
て
、
あ
な
の
中
に

し
ゃ
が
ん
で
い
ま
し
た
。 

雨
が
あ
が
る
と
、
ご
ん
は
、
ほ
っ
と

し
て
あ
な
か
ら
は
い
出
ま
し
た
。
空
は

か
ら
っ
と
晴
れ
て
い
て
、
も
ず
の
声
が

キ
ン
キ
ン
ひ
び
い
て
い
ま
し
た
。 

あ
る
秋
の
こ
と
で
し
た
。
雨
が
降
り

続
い
た
そ
の
間
、
ご
ん
は
、
あ
な
の
中

に
い
ま
し
た
。 

雨
が
あ
が
る
と
、
ご
ん
が
あ
な
か
ら

出
て
き
ま
し
た
。
空
は
晴
れ
て
い
て
、

も
ず
の
声
が
ひ
び
い
て
い
ま
し
た
。 

。 

右
の
太
い
傍
線
部
分
は
和
希
の
視
点
で

書
か
れ
て
い
る
が
、「
あ
と
半
周
と
い
う
位

置
」（
●
の
位
置
）
に
い
る
の
は
和
希
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
捉
え
ら
れ
ず
、「
相
手
は

十
五
メ
ー
ト
ル
前
」
と
い
う
部
分
を
根
拠

に
解
答
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

和
希
と
二
組
の
ア
ン
カ
ー
の
位
置
関
係
を
、
次
の
よ

う
に
、
図
に
示
し
ま
し
た
。
二
組
の
ア
ン
カ
ー
が
●
の

位
置
ま
で
き
た
と
き
︵
半
周
に
た
ど
り
つ
い
た
と
き
︶

和
希
は
ど
の
位
置
に
い
ま
し
た
か
。
１
～
４
か
ら
一
つ

選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

（２）

％

％

％

％
正答 

誤答分析

和
希
は
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
な
が
ら
、
前
の
ぬ
く
べ
き
相

手
を
定
め
る
。
相
手
は
今
、
半
周
に
た
ど
り
つ
い
た
と
こ

ろ
だ
。

す
で
に
差
は
四
分
の
一
周
ま
で
ち
ぢ
ま
っ
て
い
る
。 

か
ん
声
が
ひ
と
き
わ
大
き
く
な
る
。

ぐ
ん
ぐ
ん
相
手
の
背
中
が
近
づ
い
て
く
る
。
も
う
少
し
。

あ
と
半
周
と
い
う
位
置
で
、
相
手
は
十
五
メ
ー
ト
ル
前
。

こ
こ
ま
で
来
れ
ば
ぬ
く
の
は
簡
単
だ
っ
た
。

。 

ＡＢ

本事例では第２次を紹介

　Ａの「空はからっと晴れていて」
の部分から、やっとあなから出ら
れるという、ごんのうきうきした
気持ちが伝わってきます。

ポイント 　細かく描写された文とそうでない文とを比較して、感じ方の違
いや誰の視点で描かれているかに気付かせます。
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課題の見られた問題
の概要と結果

２

○　本改善例は、「登場人物の気持ちがよく分かる表現を友だちに説明しよう」という言語活動を位置付けた単元
の第二次です。それぞれの学習は何のために行っているのかということを、本時のねらいを提示する際や振り返
りなどで、児童に意識させながら授業を進めることが大切です。
○　2で提示した文章と図を照らし合わせて場面の様子を詳しく読む方法は、説明的文章を扱う授業や社会、理科
などの授業において活用することで、情報を整理して読む力を高めることができます。

大問５(2)「場面の様子を叙述を基にして読む」
○正答率：34.5％、無解答率：2.7％
○学習指導要領における領域・内容：[第３、４学年]Ｃ読むこと（１）ウ
○出題のねらい：場面の移り変わりに注意しながら，登場人物の性格や気持ちの変化，
情景などについて，叙述を基に想像して読むことができる。

　「ぐんぐん相手の背中が近づいてくる。」
のところは、速く走っていることがよく
分かるね。

　うん。そこは和希と一緒にすご
い速さで走っているような気持ち
になる文だね。

　和希の名前を書き込ん
だり、相手の位置が分か
る言葉に線を引いたりす
ると二人の位置を比べや
すいね。

　「もう少し」と思っているのは和希よね。登場人物の考えているこ
とや見ていることが地の文として書かれているから、走っている様子
がよく伝わってくるのだと思うわ。

　図で確かめたら和希が相手の倍近いスピード
で走っていたことが分かったわ。読み取ったこ
とを丁寧に図に表すことが大切なんですね。

　運動会のクラス対抗リレーで、最後の走者である和希が走り始めた場面です。和希の走りのすごさがよく表され
ている文章であることを伝えたいときは、どの言葉を取り上げればよいでしょうか。

　いいところに気が付きましたね。この文は和希の視点で書かれています。ご
んぎつねの文で学んだことを生かして考えることができました。
　では、相手を追い抜くときの表現で注目する言葉はありませんか。

　人物の気持ちや場面の様子を詳しく読むときには、誰のことなのかが分かるよう
主語に当たる言葉を書き込んだり、傍線を引いたりするとよいですね。人物の関係
や位置を図で表す方法もあります。

表現のすばらしさを伝えるために取り上げる言葉を見付けよう。

1の例文で学んだ分析方法を活用し、調査問題の描写を、想像力を働かせて読む。

小学校５年生調査問題大問５を活用します。

　学んだことを活
用して考えている
児童の発言を取り
上げます。

　本文を拡大して
掲示し、具体的に
注目すべき言葉を
書き込んで確認さ
せると効果的です。

ポイント

ポイント

和
希
は
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
な
が
ら
、
前
の

ぬ
く
べ
き
相
手
を
定
め
る
。
相
手
は
今
、
半
周

に
た
ど
り
つ
い
た
と
こ
ろ
だ
。 

 
 

 

す
で
に
差
は
四
分
の
一
周
ま
で
ち
ぢ
ま
って

い
る
。 

か
ん
声
が
ひ
と
き
わ
大
き
く
な
る
。 

 
 

ぐ
ん
ぐ
ん
相
手
の
背
中
が
近
づ
い
て
く
る
。

も
う
少
し
。 

 
 

 

あ
と
半
周
と
い
う
位
置
で
、
相
手
は
十
五

メ
ー
ト
ル
前
。
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
ぬ
く
の
は
簡

単
だ
った
。 

 
 

 

残
り
四
分
の
一
で
、
二
組
の
ア
ン
カ
ー
を
ぬ

き
去
る
。
そ
の
し
ゅ
ん
間
、
足
首
に
軽
い
い
た
み

が
走
った
が
、
か
ま
わ
ず
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
し

た
。 

和
希 

和
希 

１ 
２ ３ 

相
手
が
四
分
の
一

周
走
る
間
に
、
和
希

は
約
半
周
走
って
い

る
。 

１ 

２ 

３  

スタート 
ゴール 

 

 

　相手との差が書か
れているから、それを
並べてみると速さが
よく分かるのではな
いかしら。

　和希の視点で書か
れているから、和希
と相手の位置の関係
がつかみにくいとこ
ろがあるんだよな。

本授業改善例活用のポイント
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　問題場面から、児童と一緒に
本時の課題を設定します。

　分からないものを□として図に表してから、式を考
えるよう促します。児童のかいた図を取り上げ、図を
かいた児童が説明するだけでなく、他の児童にも説明
させます。図の表し方やかく手順、気を付けること等
について全体で確認します。

　分からないもの（未知の数量）を□で表
して図をかくことで、問題どおりの式に表
せることを確認します。ここでは、式に表
すまでの説明とし、図を指し示しながら説
明するなど、図と式を関連付けて発表する
よう促します。

ポイント

ポイント

ポイント

２．どのような計算で求められるかを、まず図に表してから式や言葉を使って考える。

　教室の本だなに、同じあつさの本を８さつ並べると、ちょうどぴったり並べることが
できました。本を並べることのできる部分の長さは48cmです。

～□を用いた乗法の式に表す～
　□を用いた式について、乗法の式に合った場面（文章）を選択する問題に課題が見られました。
　そこで、□を用いた式の理解を深めるための授業改善例を紹介します。

「本棚に並べた本の厚さは？」
算数
小４

問題　　本１さつのあつさは何 cmかを求めましょう。

　このお話から求められることは何ですか。

どのような方法を使えば解決できそうですか。

　図から、どのようなことが分かりますか。
また、どのような式をつくりましたか。

　本のあつさは何㎝かを求められると思います。

　えーっ。
かけ算じゃないの。 　私も、そう思

う。図をかけば、
式が立てやすく
なると思うわ。

　わり算だ。

　まず、分からないものを□として、お話を図に表
してみましょう。次に、図を使って式に表します。
図と式がかけた人は、「・・・だから、このように計
算すればよい。」というように、考え方をかいてみま
しょう。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

テープ図

①適当な長さのテープ図をかき、 とする。

②本が８さつなので、テープ図を８つに分ける。

③１つ分を□ とする。

線分図

※テープを線分に変えたもの。

□

８さつ

１さつ □

８さつ

１さつ

です。

１．問題場面（お話）を読み、本時の課題を確認する。

　図をかけばいいん
じゃないかな。

　□cmの８つ分が
48cmです。

　□cmを８倍する
と48cmになります。

□cmを８倍すると
48cmになるから、
□×８＝48になり
ます。【ア】

9



本 授 業 改 善 例 
活用のポイント

課題の見られた問題
の概要と結果

○　問題場面を図に表す学習活動を意図的に行い、そのよさに気付かせることで、図を
問題解決のための手段として活用できるようにします。
○　単に答えを求めるだけでなく、問題場面を図に表す、図から立式する、図と式を関
連付けて説明する、記述するなどの一連の活動を工夫することで、表現力とともに思
考力を高めていくことが大切です。
○　児童のつぶやきをとらえたり発言を促したりするとともに、児童が考えたことや気
付いたことをノートに記述する機会を設けることが必要です。

大問７「□を使った乗法の式に合った文章の選択」
○正答率：35.6％、無解答率：1.3％
○学習指導要領における領域・内容：［第３学年］Ｄ数量関係（２）イ
○出題のねらい：□を使った乗法の式に合った文章を選ぶことができる。

　等分除と包含除の式の違いを意識させることで、□を使って図
に表してから式をつくることの意味を理解させます。

　分かったことなどを児童の言葉を使って記
述する活動を行い、全体で共有する機会を設
けます。その後、学んだことを活用して新た
な問題の解決に取り組ませます。
　本改善例では、調査問題で誤答が多かった
ものを取り上げました。文章が似ている問題
の解決を通して、図と式においてつまずきや
すい点を確認させます。

ポイント

ポイント

３．図を基に考えた式を確認し、問題を解決する。

４．新たな問題の解決を通して、学習したことを確認する。

問題　　次の問題について、分からない数を□として図をかきましょ
　　　う。図から、□を使った式をつくりましょう。
①　　いちごが何こかありました。１人に４こずつ分けると、全部
　　で12人に分けることができました。
②　　いちごを同じ数ずつ４人に配りました。いちごの数は全部で
　　12こでした。

分かったこと

　８×□は、８cmが□こあ
ることだよね。でも、□cm
の８こ分だから、□×８＝48
じゃないとだめだと思います。

　私も、８×□＝48をテープ
図にすると、ここが８cmにな
るので、違うと思います。

　48÷８だと思います。□cmの８
つ分が48cmだから、48を８でわれ
ば、１つ分が求められると思います。

　どっちも□と８をかけて
いるからいいと思うけど。

　６×８＝48
だから、□は６
になります。

　かけ算の式で表せるよう
ですね。では、８×□＝48
という式でもよいですか。
【ア】の式とよく似ています
が、同じ考えだと言ってよ
いでしょうか。

　よいことに気が付きました
ね。図や式に表すときには、
何の何倍になっているかに気
を付けることが大切ですね。
　それでは、□×８＝48の□
を求めるにはどうしたらよい
ですか。

○問題を図に表す。→式を立てやすい。
○分からないものを□とする。
○何の何こ分かを考える。
○式から□をもとめる計算を考える。

 
 
 
 
 
 
 
 

問題の答え（テープ図の場合の例）
① いちご全部の数を□とする。 ②１人にいちごを□こ配るとする。

図 図
 
 
 
 
 
式 ４×１２＝□ 式 □×４＝１２

私も、８×□＝４８をテープ
図にすると、ここが８ にな
るので、違うと思います。

 

８

□さつ
１さつ

□こ
４こ 

人

１人

□こ
こ

４人
１人

 
 
 
 
 
 
 
 

問題の答え（テープ図の場合の例）
① いちご全部の数を□とする。 ②１人にいちごを□こ配るとする。

図 図
 
 
 
 
 
式 ４×１２＝□ 式 □×４＝１２

 

８

□さつ
１さつ

□こ
４こ 

人

１人

□こ
こ

４人
１人
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□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■

　あえて煩雑な問題場面を提示し、整理
することの必然性に気付かせてから、共
通に解決するための図を提示します。

　児童が発表した式を板書
し、自分の考えと比較しな
がら説明させるようにしま
す。その際、図と式や複数
の考えを関連付けて説明す
るよう促します。

ポイント

ポイント

～分配法則を理解する～
　計算のきまり（分配法則）を使って工夫して計算することについて、正しい計算式を選択する
問題に課題が見られました。
　ここでは、分配法則の理解を深めるような授業改善例を紹介します。

「クッキーの数を工夫して求めよう」
算数
小５

１．問題場面を理解する。

２．整理された図を基に、全部のクッキーの数を求める式を考える。

３．お互いの考えた式について、図と関連付けながら説明し合う。

　アーモンドクッキーとチョコレート
クッキーがあります。クッキーは、全部
で何個あるでしょうか。

　このままでは、数えづらいですね。
何か、よい方法はありませんか。

　このように並べてみました。この図を利用して式に表し、
全部のクッキーの数を求めましょう。

　隣の人と、お互いに考
えた式や考え方について
説明し合いましょう。

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ￥あ 

「クッキーの数を工夫して求めよう」
～分配法則を理解する～ 

計算のきまり（分配法則）を使って工夫して計算することについて、正しい計算式を選択する問題

に課題が見られました。 
ここでは、分配法則の理解を深めるような授業改善例を紹介します。 

このままでは、数えづらいですね。

何か、よい方法はありませんか。

算数
小５

きちんと並べると、数えやすくなると思います。

アーモンドが、４×５＝２０ チョコレートが、３×５＝１５

両方を合わせて、２０＋１５＝３５です。【ア】

私の考えた式は、

４×５＋３×５＝３５です。【ウ】

アーモンドクッキーとチョコレート
クッキーがあります。クッキーは、全部
で何個あるでしょうか。

１．問題場面を理解する。 

２．整理された図を基に、全部のクッキーの数を求める式を考える。 

ポイント

あえて煩雑な問題場面を提示し、整理す
ることの必然性に気付かせてから、共通に
解決するための図を提示します。

私は、（４＋３）×５＝３５

と考えたんだけど。【イ】

隣の人と、お互いに考

えた式や考え方につい

て説明し合いましょう。

このように並べてみました。この図を利用して式に表し、

全部のクッキーの数を求めましょう。

【ア】は、【ウ】の考え方と同じだと思う。

そうね。【ア】を１つの式にまとめたのが【ウ】だと思う。
【イ】は、どうやって考えたのかな。

４＋３＝７は、縦に並んでいる数だよね。アーモンドクッキーとチョコレートクッキー
に分けないで、１つのまとまりとして、縦と横に並んでいる数で求めたんじゃないのかな。

そうか。クッキー全部の数だから、アーモンドクッキーとチョコレートクッキーを
まとめて計算してもいいんだ。７×５で求められるなんて、計算も楽ね。

ポイント

児童が発表した式を

板書し、自分の考えと

比較しながら説明させ

るようにします。その

際、図と式や複数の考

えを関連付けて説明す

るよう促します。

【ア】 【イ】

【ア】を

１つの式

にした式

アーモンドクッキー → ４×５＝２０

チョコレートクッキー→ ３×５＝１５ （４＋３）×５＝３５

全部のクッキー → ２０＋１５＝３５ ２つに分ける ↓  
考え方 １つのまとまりとみる考え方

【イ】 ４×５＋３×５ ＝ ３５

アーモンド チョコレート 全部の
クッキー クッキー クッキー

チョコレートクッキー

４

３

４＋３

３．お互いの考えた式について、図と関連付けながら説明し合う。 

アーモンドクッキー

５ ５

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ￥あ 

「クッキーの数を工夫して求めよう」
～分配法則を理解する～ 

計算のきまり（分配法則）を使って工夫して計算することについて、正しい計算式を選択する問題

に課題が見られました。 
ここでは、分配法則の理解を深めるような授業改善例を紹介します。 

このままでは、数えづらいですね。

何か、よい方法はありませんか。

算数
小５

きちんと並べると、数えやすくなると思います。

アーモンドが、４×５＝２０ チョコレートが、３×５＝１５

両方を合わせて、２０＋１５＝３５です。【ア】

私の考えた式は、

４×５＋３×５＝３５です。【ウ】

アーモンドクッキーとチョコレート
クッキーがあります。クッキーは、全部
で何個あるでしょうか。

１．問題場面を理解する。 

２．整理された図を基に、全部のクッキーの数を求める式を考える。 

ポイント

あえて煩雑な問題場面を提示し、整理す
ることの必然性に気付かせてから、共通に
解決するための図を提示します。

私は、（４＋３）×５＝３５

と考えたんだけど。【イ】

隣の人と、お互いに考

えた式や考え方につい

て説明し合いましょう。

このように並べてみました。この図を利用して式に表し、

全部のクッキーの数を求めましょう。

【ア】は、【ウ】の考え方と同じだと思う。

そうね。【ア】を１つの式にまとめたのが【ウ】だと思う。
【イ】は、どうやって考えたのかな。

４＋３＝７は、縦に並んでいる数だよね。アーモンドクッキーとチョコレートクッキー
に分けないで、１つのまとまりとして、縦と横に並んでいる数で求めたんじゃないのかな。

そうか。クッキー全部の数だから、アーモンドクッキーとチョコレートクッキーを
まとめて計算してもいいんだ。７×５で求められるなんて、計算も楽ね。

ポイント

児童が発表した式を

板書し、自分の考えと

比較しながら説明させ

るようにします。その

際、図と式や複数の考

えを関連付けて説明す

るよう促します。

【ア】 【イ】

【ア】を

１つの式

にした式

アーモンドクッキー → ４×５＝２０

チョコレートクッキー→ ３×５＝１５ （４＋３）×５＝３５

全部のクッキー → ２０＋１５＝３５ ２つに分ける ↓  
考え方 １つのまとまりとみる考え方

【イ】 ４×５＋３×５ ＝ ３５

アーモンド チョコレート 全部の
クッキー クッキー クッキー

チョコレートクッキー

４

３

４＋３

３．お互いの考えた式について、図と関連付けながら説明し合う。 

アーモンドクッキー

５ ５

　きちんと並べると、数えやすくなると思います。

　アーモンドクッキーが、４×５＝20　チョコレートクッキー
が、３×５＝15　両方を合わせて、20＋15＝35です。【ア】

　私は、（４＋３）×５＝35
と考えたんだけど・・・。【イ】

　４＋３＝７は、縦に並んでいる数だよね。アーモンドクッキーとチョコレートクッキー
に分けないで、１つのまとまりとして、縦と横に並んでいる数で求めたんじゃないのかな。

　私の考えた式は、
４×５＋３×５＝35です。【ウ】

　そうね。【ア】を１つの式にまとめたのが【ウ】だと思う。
【イ】は、どうやって考えたのかな。

　そうか。クッキー全部の数だから、アーモンドクッキーとチョコレートクッキーを
まとめて計算してもいいんだ。７×５で求められるなんて、計算も楽ね。

　僕の考え【ア】は、【ウ】の考え方と同じだと思う。
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課題の見られた問題
の概要と結果

大問９「分配法則の理解」
○正答率：39.8％、無解答率：1.6％
○学習指導要領における領域・内容：［第４学年］Ｄ数量関係（３）ア
○出題のねらい：分配法則を理解することができる。

　図中の具体物の数の上から○、△、□と
おくことで、図から分配法則の式への児童
の思考過程をスムーズにつなぎます。

　学んだことを活用して解決する活動を行うこ
とで、学習したことを確認し、定着を図ること
ができます。確かめ算を意識させることで、解
決の過程を振り返る習慣を身に付けさせます。

ポイント

ポイント

４．クッキーの数を求める式から、分配法則を導く。

５．新たな問題の解決を通して、学習したことを
　確認する。

　それでは、この青い□の部分には何が入るでしょうか。

　ここからは、クッキー全部の数を１つの式で表した
【イ】と【ウ】について考えます。図の中の４を○で、
３を△、５を□とします。○と△と□を使って、この２
つの式を表すとどうなりますか。

　ほかの数のときにも、この○、△、□を使った式が言えるかどう
か、問題の図を使って、２通りの式をつくって確かめてみましょう。

　ほかの数のときも、同じことが言えるようですね。このきまりを使うと、
計算を工夫して解くことができます。問題を解いてみましょう。解き終わっ
たら、必ず、確かめ算をしましょう。終わった人は、今日の授業で分かっ
たことや気付いたことなどを自分の言葉でかいておきましょう。

　【イ】は（○＋△）×□です。

【ウ】は○×□＋△×□です。

　＝だと思
います。

 

 

 

 

 

 

 

 

( ○＋△ )×□ ＝  

５ ５

４

３

４＋３

【イ】 【ウ】

４＋３ ×５ ＝ ４×５＋３×５

○×□＋△×□

　どっちも同じクッキー全部の
数だから＝が入ると思います。

　【イ】と【ウ】は、どちらも全部の○の数を求める式だから、
(３＋２)×４＝３×４＋２×４です。３を○、２を△、４
を□とすると(○＋△)×□＝○×□＋△×□になります。

　【イ】の考え方
１つのまとまりとみると
縦に（３＋２）個、
横に４個並んでいるから、
（３＋２）×４です。

　【ウ】の考え方
２つに分けて考えると
上の黄色い部分は３×４、
下の赤い部分は２×４だから
（３×４）＋（２×４）です。

問題　　計算のきまりを使って、
工夫して計算しよう。

　①　12×６　　②103×４

計算のきまり　（○＋△）×□＝○×□＋△×□
分かったこと
○図を使うと、２通りの式の表し方があることが分かった。
○計算のきまりを使って工夫して計算すると、計算が簡単になるこ
とがある。（暗算でも答えが出る！）

本授業改善例活用
のポイント

○　計算のきまりについて、具体物から図を想起して、式と関連付けて考えたり説明
したりできるように、段階を踏んで育んでいくことが大切です。
○　児童自身が、授業でどのようにして何が分かったかということや、友達の考えか
ら学んだことなどを、ノートに記述する機会を意図的に設けます。
○　授業の最後の振り返りだけでなく、課題の解決途中や解決後に自分の思考過程な
どを振り返る習慣を身に付けさせることが大切です。

３

２

４

問題

12



南
西

南

南
東

東

北
東

北

北
西

西

北

　地図と同じでいつも北が上
にくるんだよね。

南
西

南

南
東

東

北
東

北

北
西

西

調べたいもの

　針が南を指しているから、
南にあるのかな。

南西
南

南東
東

北東 北

北西
西

調べたいもの南西

南
南
東

東 北東

北
北
西

西

方位磁針の使い方

① ② ③

方位磁針が平らになる
ように持つ

針の動きが止まったら，文字盤を
回して，針の色の付いている方と
「北」の文字を合わせる

調べたいものの方位を
読み取る

　子どもたちは、授業では３年生で初めて方位磁針を使います。そのため、以下に示すような様々なつまずきが
予想されます。次のページに改善に向けた指導のポイントを示しましたので、参考にしてください。

つまずき① つまずき② つまずき③

方位磁針の正しい使い方を身に付けよう。

理科
小４

～方位磁針の特性を理解し、正しい使い方を身に付ける～
　地面に置いた方位磁針のようすから、北の方位はどちらになるかを選択する問題に課題が見ら
れました。
　そこで、方位磁針の正しい使い方を身に付けさせる方法について、予想されるつまずきへの対
応などのポイントを示した授業改善例を紹介します。

「方位磁針の正しい使い方を身に付けよう」

　この時間は、方位磁針の使い方を学習します。
今まで、方位磁針を使ったことはありますか。

　それでは、実際に方位磁針を使って、地面からまっすぐ立てた棒の影の方位や太陽の見える方位
を調べてみましょう。ただし、太陽を見るときは、必ず遮光板を使うようにしてください。
　方位磁針は、一人に一個ずつ用意しましたので、取りに来てください。

　そうですか。ほとんどの人は使ったことがないようですね。
では、方位磁針の使い方を説明します。よく聞いてください。

　使ったことはありませんが、兄が使って
いるのを見たことはあります。

方位磁針の文字盤の北を
前方に向ける

方位磁針を持って、自分
が回る

適切ではない方位を読み
取る

方位磁針の使い方について説明を聞き、実際に方位を調べてみる。
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　例えば、方位磁針の針は磁石であり、色の付いた針はいつも北
を指すことを確認し、文字盤の北を前方に向けることが誤りであ
ることに気付かせる。

　例えば、下敷きの上に複数の方位磁針を置き，下敷きを回して
も方位磁針の針は南北を指したままで動かないことを確認する。
そのことから、方位磁針を使うと基準ができ、方位が分かること
を理解させる。

つまずき①

つまずき②

つまずき③

　例えば、調べたい方向に指先を向けて、色の付いた針と文字盤の
北を合わせ、指先の方向にある方位を正しく読み取れるように繰り
返し練習させる。また，体を南に向けたときに右手は西，左手は東
であることを体感を通して捉えさせ、空間概念を育てることも大切
である。

○　児童が主体的に自然にはたらきかけ、自ら問題を見いだし解決していくためには、観察・実験の技能の確実な
習得が必要です。
○　本事例の内容を参考に、他学年や他教科で方位磁針を使用する際、正しい操作方法を繰り返し指導するなど、
十分な操作機会を確保しましょう。

大問10（１）「方位磁針の正しい使い方」
○正答率：41.2％、無解答率：3.8％
○学習指導要領における領域・内容：［第３学年］B（３）ア
○出題のねらい：方位磁針を正しく使うことができる。

方位磁針の文字盤の北を前方に向けてしまう場合

方位磁針を持って、自分が回ってしまう場合

適切ではない方位を読み取ってしまう場合

　方位磁針の文字盤の北を前方に向ける児童には、方位磁針の
機能について理解させることが大切です。

　方位磁針を持って、自分が回る児童には、方位磁針の機能につ
いて理解させることが大切です。

　適切ではない方位を読み取る児童には、方位磁針の針を基準と
して、対象の方位を意識させることが大切です。

ポイント

ポイント

ポイント

南西

南
南
東

東 北東

北
北
西

西 南西
南

南東

東

北東 北

北西

西

北

東

南

西

北

東

南

西

南西
南

南東

東

北東 北

北西

西

調べたいもの

　色の付いた針は，いつも北を
指しているから、文字盤の北と
色の付いた針を合わせれば、方
位が分かるね。

　方位磁針の針は動かずにいつ
も同じ方向を指しているんだ
ね。自分が動くと針も動くと
思っていたよ。

　調べたいものの方向を向いて
調べると、読み取る方位が分か
りやすいね。

引用・参考文献：全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた理科の観察・実験に関する指導事例集
　　　　　　　　【小学校】（国立教育政策研究所　教育課程研究センター平成 26 年２月）
※　栃木県教育委員会において、レイアウトの変更やイラストの着色、内容の要約等を行っています。

本授業改善例活用のポイント

課題の見られた問題
の概要と結果
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　乾電池を縦に２個並べた
自動車を用意することで、
児童が知的好奇心や探求心
をもって実験を行えるよう
にするとともに、主体的な
問題解決を通して、直列つ
なぎに対する実感を伴った
理解を促す。

　導入では、教師が演示実験を行います。
前時の学習内容を実際に目で見て確認す
ることで、既習事項の確実な定着を目指
します。

ポイント

１．乾電池で動く自動車を利用して、直列つなぎと並列つなぎのモーターの回り方の違いを確認する。

２．乾電池が縦に２個配列された自動車を速く走らせることができるよう工夫して配線する。

乾電池のつなぎ方を工夫してモーターを速く回そう

理科
小５

～乾電池の配列によらず、直列つなぎができる～
　縦に並べられた２個の乾電池をどのようにつなげば、１個のときよりもモーターが速く回るか
を図示する問題に課題が見られました。
　そこで、直列つなぎの性質について、実感を伴った理解が図れるような授業改善例を紹介します。

「乾電池のつなぎ方を工夫してモーターを速く回そう」

　前の時間に直列つなぎと並列つなぎ
を学習しましたが、どちらが速くモー
ターが回りましたか？

　そうですね。乾電池で動く自動車で確
認してみましょう。先生が行いますので、
モーターの回転する速さに注目してください。

　今日の授業では、このように乾電池を縦に２
個並べた自動車を使います。
　どのようにつないだら、速く走るか考え、ワー
クシートに書き入れましょう。

　直列つなぎの方が速く回りました。

　並列つなぎの方は、乾電池が１個のと
きとほとんど変わりませんでした。

 　こうつなげばいいのか
な。前の時間に電池がこの
ように並んでいる時は、こ
んな風につないだよ。

　でも、それだと並列つな
ぎになるから、速く走らな
いと思います。
　こうつなぐと、直列つな
ぎになって速く走るのでは
ないでしょうか。

　これら以外にも様々な配線が考えられま
す。導線のつなぎ方を書き込んだ後、班の
中で、どのようにつないだらよいか、根拠
を明確にして話し合うなどして、科学的な
思考力を高めるようにしましょう。

ポイント

15



　ワークシートに書き込んだ配線で、速く走らせるこ
とができない場合には、前時の学習内容を基に新しい
配線を工夫させ、繰り返し実験を行わせる。

　ホワイトボードに、班の考えをまとめさせることで、
班活動が活発になり、話し合うことの大切さと楽しさ
を感じさせる。また、ホワイトボードを掲示することで、
班での考察を学級全体での考察につなげることも容易
になる。　子どもの実態に応じて、「私たちの班は、このよう

につないだら速く走りました。つなぎ方のポイント
は○○○です。」のように、話型を示して、発表させ
ることも重要である。

本授業改善例活用のポイント

課題の見られた問題
の概要と結果

○　直列つなぎ、並列つなぎともに、一見違った回路に見えても実際には同じ回路であることが多いものです。様々
な回路を分類したり、作成したりすることを通して、安全面も含めて観察・実験の技能を高めましょう。
○　根拠を明らかにした各班での話合いやホワイトボードを利用した学級全体での考察など、言語活動の充実を図
り、科学的な思考力・表現力を育成しましょう。

大問５（１）「２個の乾電池の直列つなぎができる」
○正答率：39.7％、無解答率：1.1％
○学習指導要領における領域・内容：［第４学年］Ａ（３）ア
○出題のねらい：乾電池の配列によらず、２個の乾電池の直列つなぎができる。

　ホワイトボードに図と説明の両方を記入させ、話
型を用いて発表させることで、自分たちの考えを分
かりやすく説明できるよう工夫しましょう。

ポイント

３．班ごとに実験を行い、どのようにつなげば自動車が速く走るのかを調べる。

４．速く走った理由を班ごとにホワイトボードにまとめて、発表する。

５．直列つなぎについて、並列つなぎと比較しながらまとめる。

　ワークシートに書き込んだ配線で、
実際につなぎ、速く走るかどうか調べ
ましょう。また、回路がショートして
いると危険ですので、確認してから、
実験を始めるようにしてください。

　ホワイトボードに、速く走ったときの
つなぎ方の図を描き、つなぎ方のポイン
トを言葉で書きましょう。

　今日は乾電池を縦に２個並べても、
直列つなぎができることを確認しまし
た。直列つなぎとは、どのようなつな
ぎ方ですか。並列つなぎと比較して、
ワークシートに書き込み、発表してく
ださい。

　私たちの班は、このようにつないだら速く
走りました。つなぎ方のポイントは、＋極と
－極を順番につなぎ、導線が一つの輪のよう
にすることだと思います。

　導線が一つの輪のようになるつなぎ方で
も、＋極と＋極とつないだら、自動車は走り
ませんでした。＋極と－極をつなぐ必要があ
ると思います。

　並列つなぎは、乾電池の同じ極同士を一つ
にまとめるようなつなぎ方で、電気の通り道
が二つ以上あります。でも、直列つなぎは、
導線が一つの輪のようになるつなぎ方です。

【ホワイトボードの例】

　＋極と－極を順番につ
なぎ、導線が一つの輪に
なるようにする。
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Ｑ＆Ａ学力向上のための

A

A

　自校の課題を解決するために、調査問題を授業で活用することは大切です。まず、
教師自身が問題を解き、どのような問題が、どのような意図で出題されているのかを

確認する必要があります。そして、調査結果資料や報告書等を活用して、自校の課題を明らかに
します。
　明らかになった課題を改善するために、調査問題がどの学習内容と関連しているのかを年間指
導計画で確認することで、調査問題を意図的・計画的に授業で活用することができます。

　とちぎっ子学習状況調査の結果から、正答率の低い集団は無解答率が高いことや「難
しい問題にであうとやる気が出る」との回答が４〜５割前後にとどまる傾向が明らか

になりました。各学校においてどのような問題で無解答率が高いのかを確認し、その原因を探る
ことにより、児童生徒のつまずきに応じた指導を充実させることが大切です。無解答率が高い原
因と考えられること（●）及び改善の視点（◇）を以下に示します。
●　基礎的・基本的な知識・技能が身に付いていない。
◇　「とちぎの子どもの基礎・基本」の活用や繰り返し学習の工夫等により、基礎的・基本的な
知識・技能の確実な定着を図りましょう。

●　条件に合わせ、自分の考えをまとめて記述することができない。
◇　記述式の問題について、書くための条件が緩やかなときには比較的記述することができま
すが、厳しい条件になると無解答率が高くなる傾向があります。指導する際は、字数や使用
しなければならない語句の条件を段階的に増やすなど課題の提示の仕方を工夫するとともに、
記述の仕方について具体的で丁寧な指導を計画的・系統的に行いましょう。

●　難しい問題に挑戦しようとしない。
◇　初めから完璧な解答を求めずに、児童生徒に寄り添いながら思考の過程を認め励ますこと
で自信をもたせ、難しい問題に挑戦する意欲を高めましょう。

　このように様々な原因や改善策が考えられますが、校内研修等により改善の視点を共有し、個
に応じたきめ細かな指導の充実を図ることが重要です。

　調査問題を授業で活用したいと思いますが、どのような点に注意
すればよいですか。

　各種学力調査の結果から、本校の子どもたちは無解答率が高いと
いう課題があることが分かりました。
　無解答率を下げるには、学校全体としてどのように取り組めばよ
いでしょうか。

　本校の児童生徒質問紙の調査結果を見ると、「家で、学校の宿題
をしている」との回答は 100％近いのに、思うように学力がついて
いません。家庭学習を効果的に行わせたいのですが、どんな内容を
どのように取り組ませたらよいのでしょうか。

　年度末に習得状況を確認し、児童生徒に課題の克服を促すととも
に、指導の改善を図りたいのですが、どうすればよいですか。

Ｑ1

Ｑ3

Ｑ2

Ｑ4
A

A

　とちぎっ子学習状況調査の結果から、テストで間違えた問題について勉強している
児童生徒の平均正答率が高いことが分かりました。このことから、教師が意図的にテ

ストの間違い直しを行わせるなど、家庭学習の課題を個に応じた内容とすることも効果的である
と考えられます。以下にほかの例を示しますので参考にしてください。
　●　授業で間違えた問題をもう一度解く。
　●　文章を読んで分からない言葉の意味を辞書等で調べる。
　●　復習として家庭学習ノートに授業の内容を工夫してまとめる。
　これらの指導の工夫により児童生徒が各自の課題を確認したり、できなかった内容ができるよ
うになったりすれば、学習した内容の理解が深まるだけでなく、家庭学習が自分のためになって
いることを実感させることができます。
　なお、県教育委員会発行の「家庭学習のすすめ」教職員用リーフレットに「家庭学習を充実さ
せるポイント」等が示されているので御参照ください。
http://www.pref.tochigi.lg.jp/m01/education/kyouikuzenpan/kyouikuiinkai/kateigakusyuu.html

　これまでの学力調査の結果から、下の学年のつまずきが、上の学年の学習に影響し
ていることが分かります。小・中学校９年間の学びの連続性を重視するとともに、児

童生徒に適切な時期に自らの課題を気付かせることが大切です。
　習得状況の確認については、児童生徒の課題に対応した自作問題が有効ですが、これまでに公
開されているとちぎっ子学習状況調査、全国学力・学習状況調査、「とちぎの子どもの基礎・基本」
習得状況調査等の問題や「とちぎの子どもの基礎・基本問題事例集〔基礎・基本編〕〔活用編〕」
等を利用することが考えられます。

　児童生徒の学力を向上させるためには、授業改善や家庭学習の充実など様々な視点が
あります。ここでは、調査結果を活用した学力向上のための手立てをＱ＆Ａ形式で示し
ています。児童生徒の実態や学校の実情に応じて適宜活用してください。

学力向上のためのＱ＆Ａ
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